
  7  SHIMABARA　CITY　COUNCIL　NEWS　№ 244

　
　

人
口
減
少
に
よ
り
移
住
を
進
め
て
も

厳
し
い
現
状
。
し
か
も
島
原
は
田
舎
暮
ら

し
に
は
選
ば
れ
な
い
。
交
通
が
不
便
な
た

め
企
業
誘
致
に
つ
な
が
ら
な
い
。
今
後
、

跡
継
ぎ
が
い
な
い
家
を
ど
う
す
る
か
。

①
空
き
家
の
現
状
は
。

②
視
察
し
た
岐
阜
県
羽
島
市
で
は
、
空
き

家
に
な
る
前
の
終
活
セ
ミ
ナ
ー
や
個
別
相

談
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
官
民
一
体
で
発

生
防
止
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
本
市
で

の
取
り
組
み
は
。

③
今
後
の
具
体
的
な
内
容
、
対
象
は
。

④
家
族
信
託
制
度
が
把
握
さ
れ
て
お
ら
ず
、

専
門
家
も
少
な
い
。
行
政
が
つ
く
る
役
割

を
担
っ
て
は
ど
う
か
。

　
　

①
平
成
28
年
調
査
で
は
、
活
用
が
見

込
め
る
Ａ
ラ
ン
ク
が
３
５
４
戸
、
Ｂ
が
１

２
７
戸
、
Ｃ
が
17
戸
、
周
囲
に
影
響
を
与

え
る
Ｄ
が
54
戸
の
計
５
５
２
戸
。
調
査
以

降
も
ふ
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

②
協
定
を
結
ん
で
い
る
県
司
法
書
士
会
か

ら
空
き
家
の
終
活
に
向
け
て
相
談
会
の
開

催
の
相
談
を
受
け
て
い
る
の
で
、
協
力
し

て
取
り
組
み
た
い
。

　

ま
た
、
今
後
、
老
後
に
つ
い
て
市
に
相

談
等
が
あ
る
の
で
、
司
法
書
士
会
、
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
県
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
島
原
支
部
と
も
協
力
し
た
い
。

③
土
地
、
空
き
家
に
つ
い
て
、
将
来
の
心

配
が
あ
る
方
の
無
料
相
談
会
を
今
後
計
画

し
な
い
と
い
け
な
い
。

④
羽
島
市
は
参
考
に
し
た
い
が
、
権
利
関

係
は
難
し
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
。
個
人

の
財
産
な
の
で
慎
重
に
取
り
組
む
べ
き
も

の
と
考
え
る
。

　
　

取
り
壊
し
を
検
討
し
て
い
る
島
原
文

化
会
館
で
開
催
し
て
い
る
市
主
催
の
行
事

を
、
有
明
文
化
会
館
で
一
度
や
っ
て
み
て

は
ど
う
か
。
同
館
で
の
行
事
が
他
の
施
設

に
移
れ
ば
、
存
続
を
求
め
る
声
も
や
や
緩

和
さ
れ
る
と
思
う
が
。
ま
た
、
有
明
に
も

行
事
を
残
し
て
ほ
し
い
。

　
　

収
容
能
力
で
は
対
応
可
能
だ
と
思
う

が
、
実
験
的
に
移
し
て
不
具
合
が
あ
っ
て

は
ま
ず
い
。
島
原
文
化
会
館
が
存
続
す
る

間
は
同
会
館
で
実
施
し
た
い
。

　
　

有
明
の
足
湯
施
設
が
台
風
被
害
で
使

用
で
き
な
い
よ
う
だ
が
。

　
　

改
善
で
き
な
か
っ
た
温
度
の
こ
と
も

あ
り
、
今
回
、
美
人
の
湯
入
口
に
コ
ン
パ

ク
ト
な
施
設
を
整
備
予
定
。
年
度
内
に
供

用
を
再
開
し
た
い
。

　
　

圃
場
整
備
事
業
の
三
会
原
第
３
地

区
、
第
４
地
区
の
進
捗
状
況
は
。

　
　

三
会
原
第
３
地
区
は
受
益
面
積
87
・

８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
受
益
戸
数
１
８
７
戸
、

工
期
は
令
和
２
年
ま
で
、
進
捗
率
82
％
。

第
４
地
区
は
受
益
面
積
１
１
１
・
９
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
受
益
戸
数
３
１
８
戸
、
完
成
目

標
は
令
和
４
年
、
進
捗
率
４
％
。

　
　

国
、
県
に
ど
の
よ
う
に
要
望
し
て
事

業
費
を
確
保
し
て
い
る
の
か
。

　
　

毎
年
、
県
や
土
地
改
良
団
体
連
合
会

と
一
緒
に
再
三
、
要
望
し
て
い
る
。
補
正

予
算
を
含
め
れ
ば
、
ピ
ー
ク
時
点
に
達
し

た
。
当
初
予
算
の
満
額
確
保
が
大
前
提
で

あ
り
、
常
に
そ
こ
に
主
眼
を
置
い
た
予
算

確
保
に
積
極
的
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

　
　

三
会
原
第
４
地
区
の
石
の
確
保
に
つ

い
て
、
状
況
は
ど
う
か
。

　
　

７
月
に
島
原
振
興
局
長
名
で
関
係
機

関
へ
石
材
確
保
に
向
け
た
協
力
依
頼
を
出

さ
れ
た
。
県
と
と
も
に
情
報
収
集
に
努
め

て
お
り
、
石
材
確
保
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　

中
原
・
寺
中
地
区
の
圃
場
整
備
の
推

進
委
員
会
が
発
足
し
て
い
る
が
、状
況
は
。

　
　

推
進
面
積
33
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
地
権
者

１
４
８
名
で
計
画
。
平
成
30
年
１
月
の

設
立
以
降
、
21
回
開
催
。
仮
同
意
率
は
約

90
％
。

　
　

①
政
府
が
２
０
１
４
年
に
制
定
し
た

地
方
創
生
総
合
戦
略
の
目
的
、
②
本
市
の

施
策
と
効
果
、
③
今
後
の
課
題
は
。

　
　

①
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
東
京

一
極
集
中
を
踏
ま
え
、
少
子
高
齢
化
に
歯

止
め
を
か
け
、
地
域
の
人
口
減
少
と
地
域

経
済
の
縮
小
を
克
服
し
、
将
来
に
わ
た
っ

て
成
長
力
を
確
保
す
る
目
的
で
策
定
さ
れ

た
も
の
。
②
平
成
27
年
に
島
原
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
を
策
定
。

目
標
を
上
回
っ
て
い
る
の
は
移
住
・
定
住

者
数
、
農
林
水
産
業
の
新
規
就
業
者
数
、

食
料
品
製
造
業
の
雇
用
者
数
。
目
標
を
下

回
っ
て
い
る
の
は
、
観
光
入
り
込
み
客
数
、

出
生
数
。
人
口
の
社
会
動
態
は
下
げ
止
ま

り
傾
向
で
、
一
定
の
効
果
が
出
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。
③
農
林
水
産
業
は
所
得

向
上
と
担
い
手
確
保
・
育
成
、
商
工
業
は

事
業
承
継
対
策
や
経
営
基
盤
強
化
、
ま
た
、

島
原
城
築
城
４
０
０
年
を
核
と
し
た
観
光

施
策
の
推
進
や
キ
ャ
ン
プ
・
合
宿
誘
致
、

ロ
ケ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
に
よ
る
交
流
人
口

の
拡
大
、
移
住
・
定
住
へ
裾
野
拡
大
の
た

め
関
係
人
口
の
創
出
・
拡
大
が
必
要
と
考

え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ
杯
）

◇
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
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